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市, 2007年 8月 
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百寿者における EPAと DHAの影響. 日本脂質栄養学会第 16回大会. 出雲市, 
2007年 8月 

27) 高橋真奈, 奥山治美, 橋本道男: 脂肪酸に関する知識を一般市民に広める必
要性. 日本脂質栄養学会第 16回大会. 出雲市, 2007年 8月 

28)  山下一也, 井山ゆり, 松本亥智江, 井上千晶, 松岡文子, 橋本道男, 片倉賢紀, 
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29) 篠塚和正, 窪田洋子, 籠田智美, 紫藤治, 國友 勝, 橋本道男: メタボリックシ
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露によるラット前視床下部神経前駆細胞の分裂と分化 (Proliferation and 
differentiation of neuronal progenitor cells in the anterior hypothalamus of 
heat-exposed rats). 第 85回日本生理学会大会. 東京都, 2008年 3月 

44) 橋本道男: 認知症と食事栄養(特別講演): 第 3回山陰高齢医学研究会. 松江市, 
2008年 4月 

45)   橋本道男: 魚油成分(DHA・EPA)による認知症予防・改善効果(招待講演). 第
25回日本微量栄養素学会. 京都市, 2008年 5月                    

46)   橋本道男, 山下一也, 井山ゆり, 山下慎司, 宮澤陽夫, 片倉賢紀, 加藤節司: 老
年者の食事栄養とくにビタミン群摂取とメタボリック症候群・認知機能との

関連性. 日本ビタミン学会第 60回大会. 仙台市, 2008年 6月 
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47) 橋本道男: 食事で防ぐ認知症(特別講演). 日本食品保蔵科学会第 57 大会市民
セミナー. 松江市, 2008年 6月 

48)  Shahdat H, Gamoh S, Katakura M, Hashimoto M: The role of docosahexaenoic acid 
for the constitution, function and maintenance of central nervous system. 第 31回日
本神経科学大会シンポジウム(The 31st Annual Meeting of the Japan Neuroscience 
Society). 東京都, 2008年 7月 

49)   橋本道男, Hossain S, Haque A, 田邊洋子, 川島晶子, 原田 剛, 矢野 崇,  水
口 清, 片倉賢紀, 紫藤 治: エイコサペンタエン酸はアルツハイマー病モデ
ルラットの認知機能障害の発症を予防する (Dietary eicosapentaenoic acid 
protects against the impairment of learning ability in Alzheimer’s disease model rats）. 
第 31回日本神経科学大会(The 31st Annual Meeting of the Japan Neuroscience 
Society). 東京都, 2008年 7月 

50)  片倉賢紀, 橋本道男, 蒲生修治, 川北映輔, 奥井俊之, 紫藤 治: ドコサヘキ
サエン酸による bHLH転写因子発現量の調節（Effect of docosahexaenoic acid on 
the expression of bHLH transcriptional factors of neural stem cells. 第 31回日本神
経科学大会(The 31st Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society). 東京都, 
2008年 7月 

51)   片倉賢紀, 橋本道男, 蒲生修治, 奥井俊之, 紫藤 治: 神経幹細胞の分化にと
もなう bHLH 転写因子の発現量と細胞周期の変化に及ぼすドコサヘキサエン
酸の影響. 日本脂質栄養学会第 17回大会. 大阪市, 2008年 9月 

52） 粟野貴子, 橋本道男: ドコサヘキサエン酸を強化した烏骨鶏卵と鶏肉中の加熱
加工による脂肪酸含量の変化. 日本脂質栄養学会第 17回大会. 大阪市, 2008年
9月 

53)   神田 聡, 橋本道男, 片倉賢紀, 田邊洋子, 西本聖子, Shahdat H, 紫藤 治: 若
齢ラット空間認知機能に及ぼすエゴマ油摂取の影響. 日本脂質栄養学会第 17
回大会. 大阪市, 2008年 9月 

54)   田原一美, 山下一也, 松本亥智江, 松岡文子, 橋本道男, 片倉賢紀, 加藤節司: 
地域在住一般住民における家庭血圧、赤血球膜脂肪酸組成の関連. 日本脂質栄
養学会第 17回大会. 大阪市, 2008年 9月 

55)   橋本道男: ドコサヘキサエン酸(DHA)と脳機能―基礎研究から臨床応用に向
けて. 日本脂質栄養学会第 17回大会サテライトシンポジウム. 大阪市, 2008年
9月 

56)   松崎健太郎, 片倉賢紀, 丸山めぐみ, 原 俊子, 橋本道男, 紫藤 治: ラット
暑熱馴化の成立に視床下部神経前駆細胞の分裂と分化が関与する可能性. 平
成 20年度生理研研究会「体温調節、温度受容研究会」 岡崎市, 2008年 9月 

57)  Li G: Vascular Responsiveness to  Noradrenaline and Gene Expressions in 
Heat-acclimated Rats. 18th International Congress of Biometeorology. Tokyo, 
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September 2008  
58)   李 光華, 松崎健太郎, 片倉賢紀, 原 俊子, 紫藤 治: 運動トレーニングに

よる視床下部神経前駆細胞の分裂と分化. 第 47 回日本生気象学会大会. 奈良
市, 2008年 11月 

59)   片倉賢紀, 橋本道男, 松崎健太郎, 紫藤 治: ドコサヘキサエン酸による神経
幹細胞の bHLH転写因子の発現量と細胞周期の変化. 第 60回日本生理学会中
国四国地方会. 松山市, 2008年 11月 

60) 片倉賢紀, 橋本道男: 生活習慣病モデルラット（SHR. Cg-Leprcp/NDmcr）を用
いた機能性物質の探索・評価. 第 44回高血圧関連疾患モデル学会学術総会シ
ンポジウム. 出雲市, 2008年 11月 

61) 禰占奈美江, 田中直子, 鄭 婀美, 籠田智美, 橋本道男, 国友 勝, 篠塚和正:
 SHR の尾動脈におけるアデノシン受容体機能の消失. 第 44 回高血圧関連疾
患モデル学会学術総会. 出雲市, 2008年 11月 

62) 橋本道男: 科学的エビデンスにもとづいたエゴマの魅力(特別講演). 「エゴ
マ」セミナー「島根県をエゴマの産地に！」邑智郡川本町, 2008年 11月 

63) 松本亥智江, 山下一也, 橋本道男, 加藤節司: 地域在住一般高齢者の日常生活
動作と抑うつ状態の変化. 第6回日本予防医学会学術総会, 東京都, 2008年11
月 

 


